
 

大田市指定史跡大森代官所地役人遺宅  

宗岡家
むねおかけ

 

 宗岡家は江戸時代以前から石見銀山開発に関わった家です。主屋は切妻造、瓦葺の平屋

建てで、間取りは左勝手の四間取り形式です。奥座敷へ通じる部屋境に「水車に蛇籠」「水

車と橋梁」の江戸時代の透かし彫の欄間が施され、武家の生活の一面が伺えます。 

平成 16 年に大田市に寄贈され、平成 25～29 年度で修理整備事業を実施しました。 

現存する主屋、離れ、土蔵は保存修理を行い、失われていた納屋、蔵前、渡り廊下、塀

は資料等に基づき復原整備しました。 
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大田市指定史跡大森代官所地役人遺宅 宗岡家 

開館時間：9:00～17:00 

開館期間：3 月～11 月（土日祝日のみ） 

入館料 ：無料 

〒694-0305 

島根県大田市大森町ハ 164 番地 

（問い合わせ） 

大田市教育部石見銀山課 

TEL:0854-82-1600（代表） 

Mail：o-iwamigin@city.ohda.lg.jp 

大田市は、ユネスコの「平和と人権尊重」の精神に基づき、世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」の保全と活用を進めています。 


